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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、産後女性の体力・身体機能、心理社会的側面の把握を行い、それに
基づいた回復プログラムを開発することである。
研究期間内に263人の測定・調査を実施した。その成果等に関して国内学会〇学会、国際学会1学会で学会報告を
行った。さらに、研究成果を用いて地域で展開した講座等の活動が評価され、表彰を受けた。
本研究の結果、産後女性の70%がロコモ度1以上に該当し、82%が産後の疼痛を経験していた。また産後のロコモ
ティブシンドローム傾向には年齢、最終出産からの経過期間、産前の疼痛が関連することが明らかとなった。今
後論文等を通じ公表をするとともに測定・調査を継続していく。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine the physical fitness, physical 
function, and psychosocial status of postpartum women and to develop a recovery program based on 
this information. During the study period, 248 women participated in this survey. The results of the
 study were reported at 16 domestic and 2 international academic conferences. In addition, 
activities such as lectures developed in the community using the results of the research were highly
 evaluated and received an award.
As a result of this study, 70% of postpartum women were classified into the category of locomotive 
syndrome level 1 or higher, and 82% experienced pain. It was also found that age, length of time 
since last childbirth, and prenatal pain were associated with the tendency toward postpartum 
locomotive syndrome. We will continue to investigate these findings as well as publish them in 
future papers.

研究分野： リハビリテーション医学

キーワード： 産後女性　体力　運動　心理社会的側面　回復

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、産後女性の70%がロコモ度1以上に該当し、82%が産後の疼痛を経験していたことが明らかにな
った。一見日常生活を難なく過ごしている産後女性が体力や身体能力において、決して余裕がないことが明らか
となった。
産後の回復は育児や復職にも影響を及ぼすと考えられ、妊娠・出産を契機に身体症状、心身状態が大きく変化す
ることを考慮すると、本研究の知見を活用する社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

  日本における初産年齢は 30 歳を超え、年々上昇傾向にある（厚生労働省 2017）。一方で、
30 代女性の体力の低下、運動機会の減少が明らかとなっている（スポーツ庁 2018）。30 代女
性はライフイベントを多く経験する世代でもあり、妊娠・出産が身体活動に影響を及ぼす可能
性があるが、先行研究はまだ少ない。産後の体力・運動能力の回復には半年以上を要する（Miller 

MJ et al 2017 他）という報告があるが、日本における実態は明らかではない。 

  また、周産期の心理的な問題で「産後うつ」が話題となり、2018 年には日本における産後 1  

年間の女性の死因の第一位が「自殺」であることが明らかとなった（厚生労働省研究班 2018）。
身体活動が「産後うつ」の予防に有用であったという先行研究は複数にみられる一方で不安な
どうつ症状以外の心理社会的側面との関連は明らかではない。 

 

２．研究の目的 

  本研究の目的は産後の体力、運動能力とともに心理社会的側面に関する調査を行い、産後女   

性の身体活動、心理社会的状態を把握し、その結果をもとに産後女性の身体活動の機会向上を 

実現する体力回復プログラムを開発することである。 

 

３．研究の方法 

（１）研究デザイン：観察研究 

 

（２）対象：産後 1 か月以上の成人女性 

  妊娠回数は問わない。産後 1 ヶ月以上経過し、主治医より日常生活について支障がないこと 

が確認されたものを対象とする。産後健診の経過について、研究参加時の確認は母子手帳をも  

って研究実施者が確認するものである。運動機能に直接影響を及ぼす整形外科的疾患や神経 

学的疾患を有するもの、若しくはそのような可能性を及ぼす薬剤を使用しているもの、測定当 

日に日常生活に支障をきたすような疼痛等を有するものは研究対象より除外する。 

 

（３）方法 

 研究１体力測定および質問紙調査 

産後女性を対象に体力測定および質問紙調査を行った。体力測定はロコチェック（日本整形 

 外科学会）、新体力テスト（文部科学省）の一部を採用する。既存の体力測定の指標を利用し、 

客観的評価を行う。質問紙調査は基本属性、身体活動について聴取する。あわせてロコチェッ 

クの一部である「ロコモ 25（日本整形外科学会）」を行う。心理社会的側面については基本属 

性の設問と、「失体感尺度（岡ら、2019）」、「首尾一貫感覚（以下、SOC）（Antonovsky A et al,  

2017）」を用いて調査した。  

なお、研究１については、当初の計画より拡大することができ、①体力測定＋質問紙調査、 

②体力測定＋質問紙調査＋体組成測定、③体力測定＋質問紙調査＋心理学的視点に基づいた 

課題の 3 つの視点より多角的な検討を実施した。 

 研究期間を通し、248 名の参加者を得た。（2022 年度実施状況報告書の 263 名は誤りであっ
たため、訂正する。） 

 

研究２プログラムの開発・試行 

研究１により得た知見をもとに、産後女性が運動機会を得られやすくなるプログラムを作 

成し、研究１の研究参加者の中で希望者へ試行し、その検証を行う。研究２で身体活動の機会 

を増加させる方策を検討する。 

 研究２については、産後女性やその支援者に向けた報告会ならびに講座を 2 回実施した。ま  

た研究協力者とともにリーフレット、動画を作成し、啓発に活用した。効果検証については、
研究１の結果とともに、まずは自身の健康状態に関心を持つことの重要性について啓発が必
要であることが明らかとなったため、今後の課題として計画を再構築することにした。 

 

（４）研究実施期間 

 2019 年 12 月～2023 年 3月に測定を実施した。 

 

（５）倫理的配慮 

 本研究は「人を対象とする医学形研究に関する倫理指針（平成 26 年度文部科学省厚生労働
省告示第 3 号（平成 29 年 2 月 28 日一部改正））」およびヘルシンキ宣言に基づき十分な配慮
の上実施した。 

 研究内容については、医療法人純心会パルモア病院研究倫理審査委員会の承認を得て実施
した（承認番号第 2019-1 号）。また一部研究内容は、日本理学療法学会連合研究安全・学術倫
理審査委員会の承認（承認番号 ER02-001 号）、大阪行岡医療大学倫理委員会の承認（承認番
号第 33-0003 号、第 33-0004 号）を得て実施した。 

 研究参加者に対しては、研究の目的と方法、研究参加の自由度、途中自体による不利益がな



いこと、個人情報の保護と匿名性の厳守、結果の公表について書面ならびに口頭で説明し、書
面にて同意を得た。 

 

  

４．研究成果 

（１）結果 

 研究１ 体力および質問紙調査について 

 ①産後の体力 

  産後の体力測定および質問紙調査には 182 名が参加した。体力測定の結果では、全体の
70.1％がロコモ度テスト（日本整形外科学会）のロコモ 1以上に該当した。ロコモ度 1が 48.6％、
ロコモ度 2 は 12.5％、ロコモ度 3 は 9.0％が該当した。また新体力テストにおける握力、長坐
位前屈の双方が同世代の全国平均を下回る水準であった。 

 ②質問紙からみえた産後女性の実態 

  質問紙調査において、産後の疼痛の経験は全体の 82.4％にみられ、産後女性の大半は何らか
の痛みを経験していることが明らかとなった。いわゆるマイナートラブルについては、疼痛の
ほかに疲労（55.9％）、排泄の問題（25.0％）、精神的な不調（18.6％）、尿もれ（20.1％）が「あ
り」と回答した。 

  また産後の運動機会の最多は「子どもと遊ぶ程度」であり、定期的な運動機会を持っている
ものは少数であった。 

 ③産後の体力と体組成 

  体力測定と体組成との関連については、15 名が解析対象となった。ロコモ度テストの立ち
上がりテストと体脂肪率（ρ=-0.638，p=0.010）、体脂肪量（ρ=-0.604，p=0.017）が負の相関
を示した。2 ステップテストと失体感尺度の体感同定困難（ρ=-0.627，p=0.012）が負の相関を
示した。ロコモ 25（質問紙調査）のスコアと SOC（ρ=-0.519，p=0.047）が負の相関を示した。 

  

研究２プログラムの開発・試行 

  研究協力者とともに研究結果の知見の報告とともに講座を実施 2 回実施した。報告会およ
び講座は産後女性やその家族、支援者向けにコンテンツを作成した。新型コロナウイルス感染
症の影響もあり、会場（2 会場）とオンラインを活用し、ハイフレックス型で展開した。 

  2 回の参加者の総計は 212 人、アーカイブ閲覧は 285 回に上った.。当事者や支援者対象の
アンケートでは「産後の体力の低下を感じている」91％、「体力をつけることの必要性を感じ
ている」97％、「体力を確認する場は乳幼児健診がいい」48％などの声が聴かれ、概ね好評で
あった。 

 

（２）考察 

 産後の体力はいわゆる同世代の全国平均を下回り、全体の 70％がロコモティブシンドロー
ムの可能性が示唆される「ロコモ度 1 以上」に該当した。日常生活は自立し、育児や仕事をし
ている女性の多くは体力に余裕がある状態でないことが明らかになった。 

 また大半の産後女性は何らかのマイナートラブルを経験し、その多くは疼痛であることも
明らかとなった。一方で定期的な運動習慣をもっているものは少数であり、体力の低下や疼痛
を有しているにも関わらず、運動による対応はできていないことが示唆された。 

 また体力と体組成については、筋肉量が立ち上がりテストの得点と相関しており、体組成が
下肢筋力を予測する可能性が示唆された。立ち上がりテストは下肢筋力と強い相関があるこ
とが報告されていることから、体組成が下肢筋力を予測する可能性が示唆された。 

 また失体感尺度と SOC の相関から、身体感覚が問題対処能力と関連していることを示唆し
ていた。この結果より、体力や身体能力の評価とともに心理状態に関する評価の必要性が示唆
された。 

 また回復プログラムとしては、研究１の結果より、実態や課題の啓発とともに適切な対処法
を広く周知することがまず先決であると考え、2 回の報告会および講座を実施した。産後女性、
支援者の多くより好評を得た。また本研究やこれらの活動に賛同する声も多く寄せられた。 
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